
平成 30年度第２回日進市食育推進委員会議事録 

 

日時：平成 30年 11月 13日（火）午後２時から 

場所：本庁舎４階 第３会議室 

出席者：委員９名 事務局５名 

〔委 員〕安達内美子、川本勲、小野田笑子（欠席）、牧志帆梨、佐藤宏子、内山綾美、田口菜穂

美、福岡光枝、角野純子、下野房子 

〔事務局〕鈴木敦詞課長補佐、岩城佳寿係長（産業振興課）、木村文香管理栄養専門員（健康課）

（欠席）、榊原裕美課長補佐（こども課）（欠席）、山本重樹主任（学校給食センター）、

山田ゆかり主事（学校教育課） 

傍聴者：無し 

 

１ あいさつ 

事務局：本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうございます。日頃から、

皆様方には日進市行政に対しまして多様な形でお力添えをいただきまして、誠にありが

とうございます。これまでも多くの関係者の皆様と協働して、食育を推進してまいりま

したが、今年から新たな委員の皆様とともに引き続き、食育に関する課題に取り組んで

まいりたいと考えております。今年度は、主に第３次日進市食育推進計画の策定作業を

進めていただくことになりますが、皆様が普段感じておられます食生活について率直な

ご意見をいただき、よりよい食育の推進につなげていきたいと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。それでは、ただ今より平成 30 年度第 2 回日進市食育

推進委員会を始めさせていただきます。 

 

２ 委員及び事務局職員の紹介 

事務局：10月から新しい任期が始まりましたので、委嘱書の交付をさせていただきます。一人一

人お渡しするのが本意でございますが、時間の都合上、お手元に配布させていただくこ

ととさせていただきました。委員の任期は２年間ですのでよろしくお願いいたします。

ここで、委員の皆様及び事務局員の紹介をさせていただきたいと思いますが、自己紹介

という形でお願いしたいと思います。では、事務局から順に自己紹介をさせていただき

ます。 

 

（委員及び事務局職員あいさつ） 

 

３ 委員長及び副委員長の選出について 

事務局：日進市附属機関の設置に関する条例施行規則第３条に規定されている委員長及び副委員

長の選任を行います。まず初めに、委員長の選任を行います。委員長は、委員の互選に

より定めることとされておりますが、皆さんいかがでしょうか。 

 



下野委員：安達委員を推薦します。 

 

事務局：ただいま安達委員を推薦するご意見がありましたが、いかがでしょうか。それでは、賛

成の方は拍手をお願いいたします。 

 

（拍手） 

 

事務局：賛成多数により、安達委員を委員長と決定させていただきます。安達委員は委員長席へ

ご移動をお願いします。 

 

安達委員長：今回、第２回ということですが、これから第３次日進市食育推進計画を策定してい

くのが大きな仕事です。国や県の計画を踏まえつつ、日進市らしさを踏まえた計画にで

きたらと思います。ぜひ、忌憚のない意見をお願いします。 

 

事務局：ありがとうございました。続きまして、副委員長の選任に移ります。副委員長は、委員

長が指名することとなっておりますので、安達委員長にご指名をお願いいたします。 

 

安達委員長：生産から消費までのことをよくご存じの、川本様にお願いしたいと思います。 

 

事務局：それでは、副委員長は川本委員と決定します。川本委員は副委員長席へご移動をお願い

します。 

 

川本副委員長：よろしくお願いします。第３次日進市食育推進計画を策定するということで、し

っかり委員長のサポートをさせていただきます。 

 

事務局：ありがとうございました。これより先は安達委員長に議事進行をお願いしたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

 

４ 日進市食育推進委員会及び平成 30年度実施事業等について 

安達委員長：それでは、次第に従って進めさせていただきます。次第４「日進市食育推進委員会

及び平成 30年度実施事業等について」について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局：（「４ 日進市食育推進委員会及び平成 30 年度実施事業等について」、事務局より説明） 

 

安達委員長：ありがとうございます。何かご質問等はございますか。それでは、次にうつります。 

 

 

 



５ 第３次日進市職員推進計画策定に係るアンケート結果及び骨子（案）について 

安達委員長：続いて、次第５「第３次日進市食育推進計画策定に係るアンケート結果及び骨子（案）

について」について、事務局から説明をお願います。 

 

事務局：本日は、食育推進計画策定を委託しております、株式会社 名豊の倉島様にお越しいた

だいておりますので、倉島様からご説明をお願いいたします。 

 

名豊：（「第３次日進市食育推進計画策定に係るアンケート結果及び骨子（案）について」、コンサ

ルより説明） 

 

安達委員長：ありがとうございます。何かご質問等はございますか。国の計画では、実践の環を

広げようというもので、「環」というのがキーワードになっています。日進市としてはい

かがでしょうか。 

 

佐藤委員：③番はいいと思います。①、②は少し面白みがないかなとも思います。 

 

下野委員：食育の環というのは他のところでも使われていますか。 

 

名豊：国や県も使っていますので、他市でも見られます。 

 

佐藤委員：日進市として、これからずっと使っていくことができるものがいいと思います。③番

だと、イラストもイメージしやすいかなと思います。 

 

内山委員：よく知り、という言葉はいいと思います。 

 

牧委員：第３次の計画が「食育の環」という言葉がテーマであれば、サブタイトルをつけること

もいいかなと思います。 

 

佐藤委員：皆様は、食育をどういうものか知っているのでしょうか。食育を知ってもらうための

方策が必要です。 

 

下野委員：「よく知り、よく食べ、よく笑う」と「笑顔つながる食育の環 にっしん」をつなげて

はどうでしょうか。 

 

安達委員長：「よく知り、よく食べ、よく笑う」という部分と、「つながり」という部分を入れて

いってほしいと思います。 

 

角野委員：国や県が「環」という言葉を出しているので、市も反映させるべきかなと思います。 



 

安達委員長：それでは、そのあたりを勘案していただいて、事務局の再考していただきます。そ

のほか、いかがでしょうか。 

 

佐藤委員：わたしの家の周りでは、食べ物を長持ちさせる方法とか、そのあたりをよく教えても

らいます。教えてもらって驚くことも多いです。 

 

角野委員：環境に配慮した、というところですが、「もったいない」という意識が薄れるといけな

いので、ぜひ計画のなかにそういったニュアンスを入れていただきたいです。 

 

安達委員長：それでは、第２次の「もったいない」意識の浸透と実践を図ります、を再度入れる

形でよろしいでしょうか。 

 

佐藤委員：言葉で言ってもわかりにくい部分もあると思いますので、どう伝えていくかを考えて

いかないといけないですね。 

 

安達委員長：それでは、またご意見等は事務局までいただく形でよろしいですか。事務局として

はいかがでしょうか。 

 

事務局：１週間程度、皆様から意見をいただく期間を設けさせていただきまして、FAX やメール

でいただけたらと思います。皆様のご意見を取り入れて、案を作成し、委員長と協議さ

せていただけたらと思います。 

 

安達委員長：皆様、よろしいでしょうか。それでは、事務局の提案通りに進めたいと思います。 

 

６ その他 

安達委員長：その他について、事務局から何かありますか。 

 

事務局：（「６ その他」について、事務局より説明） 

 

安達委員長：それでは、すべての議題が終わりましたので、進行を事務局にお返しします。 

 

事務局：長時間にわたり、ありがとうございました。みなさまのご協力により、全ての議題をつ

つがなく終えることができました。これで平成 30 年度第２回日進市食育推進委員会を

終了させていただきます。本日は誠にありがとうございました。 


